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 ７ ピンポイント渋滞対策 

経緯： 
○主要渋滞箇所の対策については、これまで、「改築事業」または「特に対策無し」で整理されているところ。 
○「改築事業」については、完了までには長い年月を要することから、少ない費用でスピーディーに対策を実施し、 
 効果を発現させる方法として、「ピンポイント渋滞対策」を進めることとなった。 

「ピンポイント渋滞対策」とは： 
○交差点改良、区画線改良など、基本的には大きな改良を必要としない対策 
○用地取得は基本的には必要としない対策 

「ピンポイント渋滞対策」の今後の取組予定： 
○主要渋滞箇所のうち、用地取得を必要とせずに少ない費用かつ短期間で実施できる対策により、一定の効果が 
  見込まれる箇所を抽出し、対策を実施。 
○対策実施前後において、ETC2.0データや現地調査結果を用いて、渋滞緩和の効果（旅行速度、信号待ち回数、 
  利用者の実感など）、事故低減効果（急減速回数減少など）等の整備効果を取りまとめる。 

７－１ 『ピンポイント渋滞対策』について 
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 ７ ピンポイント渋滞対策 

○ 国道246号下り方向は東原四丁目交差点を先頭に旅行速度が20km/h以下となる速度低下が発生。 
○ 東原四丁目交差点がボトルネックになっている。 
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７－１ ピンポイント渋滞対策（案） 

≪要因分析結果≫ 

■東原四丁目交差点周辺の旅行速度 
  (国道246号 下り) 

下り 

出典：ETC2.0プローブデータ（H28.6平日） 0～10km/h 20～30km/h 30～40km/h 40km/h以上 データ欠損 50km/h以上 10～20km/h 

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

東原四丁目交差点を
先頭に、旅行速度が
20km/h以下となる速
度低下が発生 

東原五丁目 
交差点 

東原四丁目 
交差点 

246

西原交差点 

本厚木バイパス 
本線分流部 

■東原四丁目交差点周辺の旅行速度(国道246号 下り) 

＜東原四丁目交差点の混雑状況＞ 

至 静岡 

至 東京 

◆信号待ちによる滞留状況 

写真 

至 

静
岡 

至 

東
京 

写真
C 

右折車両が 
直進車線まで滞留 

右折車両が 
直進車両を阻害 

○ 国道246号下り方向は東原四丁目交差点を先頭に旅行速度が20km/h以下となる速度低下が発生
しており、東原四丁目交差点がボトルネックになっていると考えられる。 

○ 主要渋滞箇所の対策事業が位置づけられていないため、ピンポイント対策を検討。 

≪要因分析結果≫ 
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７－２ 『ピンポイント渋滞対策』の検討 【例】 国道246号 東原四丁目交差点 



 ７ ピンポイント渋滞対策 

○ 右折車両が直進車線まで滞留し、直進車両を阻害し渋滞が発生。 
○ 右折レーンの延伸（約40m→120m）により、右折車両による直進車両の阻害が解消され、渋滞緩和
の効果が期待される。 
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７－２ 『ピンポイント渋滞対策』の検討 【例】 国道246号 東原四丁目交差点 
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